
本別町地域公共交通会議における地域公共交通確保維持改善事業の概要

○通院時の利便性を確保しながら、生活面の利便性の向上を図るように運行計画を見直し、
コミュニティバスとしての機能を向上させるとともに、将来にわたって町民が安心できる暮らし
を支える公共交通を確保する。
○広報活動の充実を図り、着実な利用の定着化とともに、町民が安心して誰もが利用しやす
い環境の整備に努め、利用者増を目指した取り組みを行う。
＜具体の目標値＞

◆太陽の丘循環バス利用者数 ⇒平成３０年度目標値：年間13,469人（前年度基準と同等）

本別町地域公共交通会議開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

平成３０年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

本別町は、北海道十勝東北部に位置し、面積は３９１．９９㎢、人口約７．１千人の農業が基
幹産業の過疎地域であり、人口の減少に伴い、地域内におけるバス利用者は減少傾向にあ
る。しかし、町民や町外からの利用者の足の確保を図るための地域公共交通の整備は、地
域における市街地商店街の活性化や通院患者等の移動の確保の面からも、大変重要な課
題である。
町国保病院の移転に伴い市街地区と国保病院を結ぶ循環バスは、平成12年4月より運行し
ており、通院のみならず買物等の生活利便性を図るコミュニティバスとしての機能を向上さ
せ、かつ地域間幹線系統との接続を充実させることにより、町民が安心して暮らせる交通環
境を確保することを目標に、運行方法等の工夫により将来にわたり持続可能な公共交通サー
ビスを行うことを目指し、生活交通ネットワークの構築を進めているところである。

地域公共交通の現況

・十勝バス㈱（地域間１路線）
・本別浦幌生活維持路線 （地域間１路線）
・町営バス（太陽の丘循環バス８路線、へき地患
者輸送バス５路線、町有バス７路線）
・スクールバス（７路線）

○平成２９年８月４日 （主な協議事項）

・太陽の丘循環バスの停留所新設について

・平成３０年度地域内フィーダー系統確保維持計画（案）に

ついて

○平成２９年９月２０日 （書面協議）

・自家用有償旅客運送者の更新登録申請内容について

○平成３０年１月１０日 （書面協議）

・地域公共交通確保維持改善事業事業評価について

○平成３０年６月２１日 （主な協議事項）

・平成３１年度地域内フィーダー系統確保維持計画（案）に

ついて

○平成３１年１月１１日 （書面協議）

・地域公共交通確保維持改善事業事業評価について

太陽の丘循環バス（全路線平日のみ運行、運賃は100円、割引制度あり）
○南回り(年484回) 町国保病院～南地区～本別道の駅～町国保病院
○北回り(年484回) 町国保病院～北地区～本別道の駅～町国保病院
○直行便(年242回) 町国保病院～活性化センター～本別道の駅
○南大回り(年485回)
町国保病院～南地区～本別道の駅～北地区～町国保病院

○北大回り(年485回)
町国保病院～北地区～本別道の駅～南地区～町国保病院

○近道便南北回り(年242回)町国保病院～活性化センター～本別道の駅
～(利用者に応じて)南北地区～町国保病院

○近道便南回り(年485回) 町国保病院～活性化センター～本別道の駅
～(利用者に応じて)南地区～町国保病院

○近道便北回り(年485回) 町国保病院～活性化センター～本別道の駅
～(利用者に応じて)北地区～町国保病院



平成３０年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・地域生涯学習イベントにおける公共交通コーナーでの利用促進PRの展開（H25～）
・住宅地の利用者のニーズに対応するため、南４丁目に停留所を新設（H29.10～）

２

２）運行系統

平成29年10月1日～平成30年9月30日
※H29.10よりバス停新設（㉓‐１）
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４）収入実績

(人)

H29実績(年間) 13,095人
H30実績(年間) 14,235人
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６）目標・効果達成状況

利用者数は年間目標13,469人に対し、14,235人であった。

（１便当たり利用者 4.20人【前年度比 +0.37人】）

４

７）事業の今後の改善点

目標は達成したが、人口減と町国保病院受診者数の減によ
り、今後バス利用者が減少する可能性が高いため、今後は
町国保病院受診以外のバス利用ニーズについても把握し、
運行ルートを適宜見直すことで、既存利用者の定着と新規
利用者の獲得に繋げるなど、利用者増に向けた更なる取り
組みを検討する。

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・停留所を新設するなど、利用者利便に努めていること、ま
た、目標を達成したことは評価できる。
・今後も利用者ニーズの的確に把握し、持続可能な事業と
なることを期待する。

○北海道胆振東部地震により9月6日は全便運休となった
が、その他については計画どおり事業が実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


